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１　はじめに

　今年度調査の村山市清水西遺跡では、平安時代の 9

世紀代の遺物が散見された。一方、本遺跡に南接する清

水遺跡 1や松橋遺跡では、県内では数少ない 10世紀初

頭降下の十和田ａ広域火山灰（以下、十和田ａと略す）

の堆積が認められ、概ねその前後に遺跡が廃絶する。

　本稿では本遺跡周辺の遺跡存続にも影響を与えたであ

ろう十和田ａ降灰状況を整理し、当時の災害状況を探る。

２　十和田ａ火山灰の研究略史

　十和田ａは、近年の広域火山灰研究から青森・秋田県

境にあり、過去数度火山噴火が確認される十和田火山（十

和田湖南部の湖底）を噴出源とする。降灰範囲（分布）は、

噴出源に近い東北北部は明瞭だが、特に日本海側の東北

南部や南限は不明な点が多い（第１図。町田 2003）。

　本県では、1980 年代後半の遊佐町下長橋遺跡の発掘

調査（渋谷 1989）で確認された火山灰の理化学分析の

結果が十和田ａ由来とされて以降、発見が相次ぎ、分析

（火山ガラス分析・火山ガラス屈折率）も進んでいる。

　同報告書では、平安時代の史書『扶桑略記』延喜 15

年（915 年）7月 13 日（現在の 8月 26 日）の条「出

羽国言上雨灰高二寸諸郷農桑枯損之由」（出羽国に火山

灰が約６㎝積り、諸村の桑畑に被害があった [ 筆者訳 ]）

の記事を引き、出土土器の検討なども踏まえて、本遺跡

の火山灰が十和田ａにあたるとした。

　但し、一般に日本の火山灰（第１図。肘折尾花沢 [Hj]・

十和田中取 [To-Cu]・十和田南部 [To-Nb] など）は、偏

西風の影響から噴出源から東に広がることが知られる。

十和田ａ噴出源から南で遠距離の本地域への降灰につい

て渋谷氏は、十和田ａの降灰が 8月後半であれば、東

北地方の北東方向に吹く太平洋側の「やませ」（日本海

側の「だし」）と呼ばれる強風があり、その影響による

東北南部への降下を推定した。

３　県内の十和田ａ火山灰の分布と堆積状況

　本稿では、筆者が各遺跡報告書の本文や遺構の埋土の

内容記載から火山灰があり、共伴土器の年代や理化学分

析の成果から十和田 aと考えられるものを抽出した。

　結果、近年発掘の増加と共に資料数が増え、詳細は別

稿に譲るが、概ね37遺跡 114遺構ほどにのぼる（表１）。

　一方、各遺跡内の遺構での十和田ａ出土状況は、全体

に竪穴住居跡や井戸跡などの埋没期の凹地や、遺構の埋

清水遺跡 1の竪穴住居跡内の十和田ａ火山灰（白い部分）

第１図　火山灰の等層厚線図 [ 太線が十和田 a]（町田 2003）

古代東北の火山噴火と遺跡からみた災害規模
－青森県十和田ａ広域火山灰を通して－

0 50km

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

To-Cu

141゜140゜ 142 E゚

To-Cu

To-Nb

12

12

40 N゚

39゜

38゜

5

5
10

10

25

50

50

50200

200

200
100

100

100

10

20

20

20
To

>0

>0

>0

>0

>0

>0

>0

>0

Hr-FP
Hr-FP

>0

>0

Hj 100 20 10

Hj

青森

秋田 盛岡

酒田

最上川

月山

山形
仙台

十和田 aが
※

５～ 10 ㎝
堆積を表す

十和田 aが
※

０～５㎝
堆積を表す

十和田 aが
※

０～５㎝
堆積を表す

※は筆者加筆

（太線が十和田 a）

十和田 aが
※

10 ～ 20 ㎝
堆積を表す

十和田 aを
※

表す北
上
川

To-a

To-a

To-a

※図の上が北を表す

植松暁彦



－ 73－



－ 74－

伊藤武士 1997「出羽における 10・11 世紀の土器様相『北陸の 10・11

世紀代の土器様相』北陸古代土器研究会

伊藤邦弘・植松暁彦ほか 1996『第 25回古代東北城柵官衛検討会－山形

県の官衙関連遺跡』古代東北城柵官衛検討会

井上雅孝 1997「陸羽における 10・11 世紀の土器様相」『北陸の 10・

11世紀の土器様相』北陸古代土器研究会

植松暁彦 2008「庄内平野北部の 10・11 世紀代の土器様相」『山形県埋

蔵文化財センター研究紀要第５号』（財）山形県埋蔵文化財センター

春日真美 1999「古代」『新潟県の考古学』新潟県考古学会

斎野裕彦 2010『沓形遺跡発掘調査報告書』仙台市調査報告書第 363 集

渋谷孝雄 1989『下長橋遺跡発掘調査報告書』山形県教育委員会

髙橋　学ほか　1998『第 24回古代東北城柵官衛検討会－東北地方の古

代集落（秋田県）－』古代東北城柵官衛検討会

鈴木　啓 2005『福島県の遺跡』福島考古学会

町田洋・新井房夫　2003『新編火山灰アトラス』東京大学出版会

中嶋友文　1997「青森県内の平安時代の火山灰について」『研究紀要第

２号』青森県埋蔵文化財センター

能登健ほか　2001「十和田 a火山灰による災害と復旧」『紀要ⅩⅥ』（財）

岩手県文化振興事業団

柳沢和明　2011「貞観地震・津波からの陸奥国府多賀城の復興」NPOゲー

トシティ多賀城HP

なお、各遺跡の発掘報告書は、頁数の都合上、割愛した。

土中に含まれるものが多い。これらは、大別すると遺構

の埋土内に、十和田ａが単層で層位的に堆積するもの（Ａ

タイプ）と、十和田ａを黒色埋土中に塊やブロック、粒

で含み、土壌化したもの（Ｂタイプ）に分けられる。

　Ａタイプは、十和田ａ降下期に、遺構が開口し埋まる

過程で降灰して堆積したもの（１次堆積）と、降灰後に

周辺から流れ込むなどして堆積したもの（２次堆積）と

が考えられる。両者は、ほぼ純粋層で判別が難しく、少

なくとも十和田ａ降下から間もない近接した時期（降下

期）といえる。また、筆者が本文や遺構断面図などから

計測した十和田ａ堆積層の厚さは、当時その遺跡への降

灰量と全体として相関することが考えられる。

　Ｂタイプは、十和田ａ降灰以後の一定の時期幅（1・

2次堆積の土壌化）が想定され、少なくともその遺跡ま

では十和田ａが到達し、降灰範囲の一端が知れる。

　結果、第２図の十和田ａの降下分布（Ｂタイプ）では、

庄内平野・新庄盆地・山形盆地に多く、南限は庄内平野

南部（行司免遺跡）や山形盆地南部（北向遺跡）になる。

　一方、十和田ａの堆積層（Ａタイプ）は、庄内平野北

部（上高田・木原・下長橋遺跡など）や山形盆地北部（清

水１・松橋遺跡など）で単一層が５㎝以上と厚く、その

南の庄内南部（行司免遺跡）や山形盆地南部（北向遺跡）

では堆積が５㎝未満と薄く限定的である。

４　まとめ

　十和田ａの日本海側南限は、新潟・福島県では判然と

せず（春日 1999・鈴木 2005）、本県米沢盆地でも不明

瞭である。全体では概ね庄内南部－山形盆地南部を結ぶ

ライン（噴出源から約 250 ㎞）と考えられる（第２図）。

　十和田ａの降灰量は、一部川跡資料に、遺構の性格上

過度な堆積（大坪・上高田）が見受けられるが、少なく

とも県北部（庄内北部や山形盆地北部）までは、「扶桑

略記」記事の約６㎝前後の十和田ａ堆積が遺跡状況から

も見て取れる（第２図。筆者５～10㎝降灰推定線範囲）。

これは、当時出羽国の中心であった出羽国府（酒田市城

輪柵跡）周辺も、その域内の可能性があり、当時情報発

信地と考えられる地域と記事の整合性もうかがえる。

　そして、その南の県中部は噴出源から遠隔地のため、

十和田 aの堆積が徐々に希薄になる傾向がある。

　一方、東北全体でみれば、近年隣県で東北地方特有の

城柵（秋田城・払田柵・胆沢城・多賀城など）の土器年

代の比定に、十和田ａを定点として使う動きがある（伊

藤・井上 1997・植松 2008）。これら遺跡の遺構資料な

ども第２図と同様に筆者が断面図などから堆積厚を検討

すれば、第３図の降灰状況がうかがえる。

　これらからは、全体に噴出源から南に向かい降灰量が

一定量あり、少なくとも隣県宮城県の仙台平野までは本

県と同じく、10 ～５㎝以下の十和田 aの堆積が確認さ

れ、その南で少なくなるようである。なお、一般集落で

も近年資料が増加（中嶋 1997・高橋ほか 1998・能登

2001）し、詳細は別稿に譲るが、更に詳細な当時の降

灰状況も把握できよう。

　一昨年の東日本大震災では、本県の隣県が多大な被害

を受けた。宮城県沿岸部では、今地震と同規模とされる

弥生時代中期地震（西暦 100 年代頃）、貞観地震（869

年）の津波痕跡の上位に十和田ａ（915 年）が堆積し、

地震年代の根拠とされた（斎野 2010・柳沢 2011）。今

後とも発掘で明らかになる古代の自然災害痕跡の知見を

蓄積し、関連諸科学と連携し深化させていきたい。
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